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隂
山
正
敏
氏
は
新
支
部
長
就
任
に

当
た
り
、
県
内
稲
門
会
同
士
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
と
交
流
を
よ
り
強
化
し
、
時
代

に
対
応
で
き
る
大
学
と
校
友
の
関
係

に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
抱
負
を
述

べ
ま
し
た
。 

  
      

ま
た
陰
山
氏
の
明
る
く
楽
し
い
支
部

運
営
を
と
の
宣
言
に
対
し
総
会
参
加
者

全
員
か
ら
大
き
な
拍
手
で
賛
意
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。 

               
◇
初
の
女
性
幹
事
長
誕
生 

県
支
部
事
務
局
も
当
静
岡
市
稲
門
会 

で
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
石
渡
裕

子
さ
ん
が
県
支
部
初
の
女
性
幹
事
長
と

し
て
就
任
、
会
計
の
市
川
裕
宣
氏
、
事

務
局
長
の
小
長
谷
建
夫
氏
が
新
体
制
を

支
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

    

５
月
10
日
、
グ
ラ
ン
デ
ィ
エ
ー
ル
に 

お
い
て
令
和
元
年
度
静
岡
市
稲
門
会
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
度
は
会

長
改
選
期
に
当
た
り
、
役
員
会
推
薦
で

隂
山
正
敏
会
長
の
留
任
に
つ
き
諮
っ
た

と
こ
ろ
、
出
席
者
全
員
の
賛
同
が
得
ら

れ
、
新
体
制
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
そ
の
他
の
議
題
に
つ
き
ま
し
て

は
原
案
通
り
可
決
い
た
し
ま
し
た
。 

◇
当
会
新
幹
事
長
に
は
吉
田
昌
弘
氏 

新
役
員
は
以
下
の
通
り
（
敬
称
略
） 

会
長
＝
隂
山
正
敏
（
昭
44
文
）
副
会
長 

＝
大
高
圭
介
（
昭
45
商
）、
小
長
谷
建 

夫
（
昭
45
商
）
、
木
宮
岳
志
（
昭
51
法
）、 

石
渡
裕
子
（
昭
52
教
）、
小
川
満
（
昭
53 

政
）
、
市
川
裕
宣
（
昭
54
商
）
幹
事
長 

                  
静
岡
学
生
稲
門
会
（
塚
本
真
裕
会
長
） 

の
要
請
を
受
け
、
静
岡
県
支
部
で
は
拡 

大
役
員
会
で
カ
ン
パ
さ
れ
た
資
金
を
も 

と
に
、
10
月
20
日
の
早
稲
田
大
学
構 

内
に
お
け
る
稲
門
祭
で
の
模
擬
店
出
店 

に
協
力
し
ま
し
た
。
模
擬
店
で
は
静
岡 

＝
吉
田
昌
弘
（
昭
50
文
）
副
幹
事
長
＝ 

横
山
泰
久
（
昭
59
商
）
事
務
局
長
＝
白 

濱
史
教
（
平
20
政
）、
会
計
＝
内
田
知 

志
（
昭
46
文
）
会
計
監
査
＝
増
田
悦
男 

（
昭
36
政
）
顧
問
＝
大
村
栄
一
（
昭
36 

商
）
、
石
川
禮
一
郎
（
昭
38
商
）
、
金
原 

壮
治
（
昭
39
商
）、
石
上
顕
太
郎
（
昭
52 

理
）
、
田
辺
信
宏
（
昭
60
政
）
、
丹
澤
卓 

久
（
平
５
政
）
、
尾
崎
剛
司
（
平
15
教
） 

   

お
で
ん
を
メ
イ
ン
に
、
遠
州
稲
門
会
並

び
に
静
岡
市
稲
門
会
寄
贈
の
「
う
な
ぎ

パ
イ
」
や
「
安
倍
川
も
ち
」
に
加
え
、

静
岡
の
銘
酒
「
磯
自
慢
」「
臥
龍
梅
」「
喜

久
酔
」
な
ど
も
販
売
さ
れ
、
終
日
全
国

の
校
友
達
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
当
日
の

売
り
上
げ
は
す
べ
て
学
生
稲
門
会
に
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。
隂
山
正
敏
県
支
部
長

は
じ
め
、
当
稲
門
会
か
ら
も
内
田
知
志

さ
ん
、
市
川
裕
宣
さ
ん
ら
が
学
生
と
と

も
に
運
営
に
汗
を
流
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

          

こ
ん
ぺ
き 

 

 

校
友
会
静
岡
県
支
部
長
に
隂
山
氏
を
選
任 

 

２
０
１
９
静
岡
県
稲
門
祭
が
、
６
月
23
日
（
日
）
、
ホ
テ
ル
コ
ン
コ
ル
ド
浜
松
に
お

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
同
時
開
催
の
早
稲
田
大
学
校
友
会
静
岡
県
支
部
総
会
で
は

県
支
部
長
の
任
期
満
了
に
よ
る
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、
新
支
部
長
に
当
静
岡
市
稲
門

会
の
隂
山
正
敏
会
長
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。 

静
岡
市
稲
門
会
総
会 

 

大
隈
重
信
公
銅
像
前
で
「
し
ぞ
ー
か 

お
で
ん
」 

 
 

終日賑わった静岡ブース。県内からも遠州、三島市、

南伊豆ら各稲門会会長や校友が訪れ、売り上げに貢

献していただきました。有難うございました！ 

田辺信宏静岡市長も駆けつけ、本

県ＰＲ貢献に感謝の意が表明さ

れました。 
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静
岡
の
魅
力
を
世
界
に
伝
え
た
い 

鈴
木
貴
子
さ
ん 

（
平
14
年
院
・
ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究
科
） 

 

７
年
ほ
ど
前
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
や
留
学
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
行
う
た

め
のG

lo
bal 

Jam
(

株)

を
立
ち
上
げ
、
現

在
そ
の
代
表
を
務
め
て
い
ま
す
。
世
界
で

一
番
い
い
場
所
と
思
う
静
岡
の
魅
力
を
、

多
く
の
海
外
の
人
た
ち
に
知
っ
て
も
ら
う

こ
と
と
、
そ
れ
を
実
感
し
て
も
ら
う
た
め

に
静
岡
の
人
た
ち
（
シ
ニ
ア
か
ら
中
高
生

ま
で
）
の
海
外
留
学
や
海
外
体
験
を
お
手

伝
い
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
内
閣
府

が
実
施
す
る「
国
際
社
会
青
年
育
成
交

流
事
業
」
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
派
遣
団
の
副
団
長

と
し
て
、
リ
ト
ア
ニ
ア
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
を

訪
問
し
ま
し
た
。
ま
た
数
年
前
か
ら
静
岡

県
立
大
学
の
学
生
に
対
し
、「
静
岡
に
お

け
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
」
等
の
テ
ー
マ
で
講
義

を
行
っ
て
い
ま
す
。 

        

静
岡
商
工
会
議
所
の
シ
ー
ズ
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
渉
外
委
員
長
な
ど
も
お
引
き
受
け

し
、
多
忙
な
毎
日
で
す
が
、
昔
か
ら
習
っ

て
い
る
茶
道
で
心
を
落
ち
着
か
せ
た
り
、

気
心
の
知
れ
た
仲
間
と
お
い
し
い
も
の
を

食
べ
た
り
し
て
、
心
身
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ

て
い
ま
す
。 

地
球
科
学
研
究
の
道
を 

 

竹
林
知
大
さ
ん 

（平
29
年
院
・地
球
環
境
資
源
理
工
） 

 

現
在
、
静
岡
大
学
大
学
院
で
宇
宙
・
地

球
科
学
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
教
育
の
研
究
を
し
て
い

ま
す
。
ま
た「
ふ
じ
の
く
に
地
球
環
境
史

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
で
客
員
研
究
員
を
、
山
梨

大
学
で
は
非
常
勤
講
師
と
な
り
、
教
育

活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

        

こ
の
道
を
選
ん
だ
の
は
、
幼
い
頃
か
ら

星
が
好
き
で
、
星
を
研
究
す
る
職
業
に

就
き
た
い
と
思
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。 

 

子
供
た
ち
に
自
然
の
美
し
さ
や
不
思

議
さ
を
伝
え
豊
か
な
心
を
持
っ
た
人
に

な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

静
岡
に
は
素
晴
ら
し
い
自
然
の
恵
み
や

風
景
が
あ
り
、
な
に
よ
り
も
人
々
の
温
か

さ
が
あ
り
ま
す
。
こ
ん
な
豊
か
な
静
岡
で 

勉
学
で
き
る
こ
と
を
と
て
も
嬉
し
く
感
じ 

      

大
学
野
球
若
手
チ
ー
ム
と
地
元
高
校

が
参
加
す
る「
オ
ー
タ
ム
フ
レ
ッ
シ
ュ
リ
ー

グ
」
が
昨
年
に
引
き
続
き
、
11
月
22
日

～
24
日
の
３
日
間
、
草
薙
球
場
な
ど
県

内
３
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

               

実
行
委
員
会
主
催
、
静
岡
市
の
共
催
で
、

当
会
も
協
力
団
体
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

22
日
は
雨
天
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、 

あ
と
の
二
日
間
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
草
薙
、

清
水
庵
原
、
松
前
各
球
場
で
熱
戦
が
展

て
い
ま
す
。
稲
門
会
の
皆
様
方
に
い
ろ
い

ろ
ご
指
導
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

     

開
さ
れ
ま
し
た
。
早
稲
田
大
学
の
成
績
は
、

慶
応
、
静
商
に
２-

４
の
同
ス
コ
ア
で
負
け
、

国
学
院
に
３-

１
で
勝
利
、
中
京
に
２-

２

と
１
勝
２
敗
２
分
け
と
な
り
ま
し
た
。 

◇
早
慶
麻
雀
大
会
は
稲
門
会
優
勝 

 

 

９
月
13
日
（
金
）
麻
雀
荘
「
駅
南
」

で
開
催
。
個
人
戦
で
は
稲
門
会
の
栗
田

雅
之
さ
ん
が
優
勝
。
チ
ー
ム
戦
も
団
結

力
発
揮
の
早
稲
田
に
軍
配
！ 

◇
早
慶
ゴ
ル
フ
は
三
田
会
優
勝 

 

10
月
27
日
（
日
）
菊
川
Ｃ
Ｃ
で
開
催
。

優
勝
杯
は
団
体
、
個
人
と
も
三
田
会
に

来
年
ま
で
預
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

     
 

      

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
通
信 

 

「
こ
ん
ぺ
き
」
に
皆
様
の
情
報
を
お
寄

せ
下
さ
い 

静
岡
市
稲
門
会
事
務
局 

〒422-8072

静
岡
市
駿
河
区
小
黒 

一
丁
目
４
番
30
号
・
隂
山
正
敏
方 

TEL  070-5649-7143

（
隂
山
） 

 
FAX

 
054-285-0151

 
 

メ
ー
ル shiraham

a23@gm
ail.com

（
事
務
局
長 

白
濱
史
教
） 

編
集
長 

小
長
谷
建
夫 

 

 

第
２
回

大
学
野
球
オ
ー
タ
ム
フ
レ
ッ
シ
ュ
リ
ー
グ
in
静
岡 

 
 

 
 

早
稲
田
大
学
な
ど
大
学
10
校
、
地
元
高
校
６
校
が
出
場
。
当
会
が
支
援 

茶道や友達との交流で

リフレッシュします 

地球からのメッセージを石

から読み解きます 

松前球場での早大対中京大。2 対 2 の引き分けでした。 

mailto:shirahama23@gmail.com%EF%BC%88%E4%BA%8B%E5%8B%99%E5%B1%80%E9%95%B7
mailto:shirahama23@gmail.com%EF%BC%88%E4%BA%8B%E5%8B%99%E5%B1%80%E9%95%B7
mailto:shirahama23@gmail.com%EF%BC%88%E4%BA%8B%E5%8B%99%E5%B1%80%E9%95%B7
mailto:shirahama23@gmail.com%EF%BC%88%E4%BA%8B%E5%8B%99%E5%B1%80%E9%95%B7
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あ
ら
し
お(

株)

専
務
取
締
役 

川
島 

由
紀
さ
ん
（平
２
文
卒
） 

 

そ
の
昔
駿
府
の
久
能
浜
で
作
ら
れ
て
い

た
塩
が
、
江
戸
や
東
京
の
料
亭
で
重
用

さ
れ
た「
久
能
の
塩
」
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
商

品
で
あ
っ
た
こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。 

 

工
業
の
近
代
化
と
と
も
に
天
候
に
関

係
な
く
効
率
よ
く
塩
を
生
産
す
る
画
期

的
な
技
術
が
開
発
さ
れ
、
こ
れ
に
と
も
な

い
全
国
に
あ
っ
た
昔
か
ら
の
塩
田
は
廃
止

を
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

料
理
人
や
家
庭
の
主
婦
か
ら
、
昔
な
が

ら
の
馴
染
み
や
す
く
ま
る
み
を
持
っ
た
味

の
塩
が
欲
し
い
と
の
声
が
強
く
、
戦
後
専

売
公
社
の
委
託
を
受
け
て
、
従
来
の
塩
作

り
を
始
め
た
の
が「
あ
ら
し
お(

株)

」
の
ス

タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。 

 

川
島
由
紀
さ
ん
は
大
学
卒
業
後
、
Ｓ
Ｂ

Ｓ
の
テ
レ
ビ
制
作
現
場
で
８
年
間
働
い
た

後
、
父
親
の
川
島
康
孝
さ
ん
（
と
も
に
校

友
）
が
社
長
を
務
め
る
あ
ら
し
お
に
入
社
。

現
在
は
専
務
と
し
て
社
長
の
片
腕
と
な
っ

て
活
躍
中
で
す
。 

 

も
と
も
と
川
島
家
が
塩
作
り
を
始
め

た 

      

の
は
、
由
紀
さ
ん
の
曾
祖
父
の
時
代(

１
９

０
６
年)

と
い
い
ま
す
か
ら
、
す
で
に
１
０
０

年
を
優
に
超
え
る
家
業
と
も
い
え
ま
す
。 

今
で
は
、
伝
統
の
技
術
を
生
か
し
な
が

ら
現
代
の
食
生
活
に
合
っ
た「
あ
ら
し
お

ブ
ラ
ン
ド
」
と
し
て
、
全
国
か
ら
海
外
へ
と

販
路
を
広
げ
て
い
ま
す
。 

         
 

    

塩
は
料
理
に
と
っ
て
脇
役
で
す
が
、
な

く
て
は
な
ら
な
い
最
も
重
要
な
も
の
。
お

い
し
い
塩
へ
の
消
費
者
の
期
待
に
応
え
続

け
て
い
く
の
が
会
社
の
使
命
と
由
紀
さ
ん
。 

今
は
仕
事
が
中
心
で
、
時
間
が
な
か
な
か

と
れ
ま
せ
ん
が
、
ヨ
ガ
な
ど
で
心
身
の
活

性
化
を
図
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。 

静
岡
法
律
事
務
所
・弁
護
士 

 

池
田
剛
志
さ
ん
（
昭
63
法
卒
） 

  

静
岡
法
律
事
務
所
は
葵
区
馬
場
町
に

あ
り
、
数
多
く
の
弁
護
士
を
擁
す
る
県

内
最
大
級
の
法
律
事
務
所
で
、
主
に
一

般
市
民
の
生
活
に
関
わ
る
諸
問
題
を
扱

っ
て
い
ま
す
。
頼
り
に
な
る
町
の
法
律
事

務
所
と
い
っ
た
感
じ
で
し
ょ
う
か
。 

池
田
さ
ん
は
平
成
13
年
に
同
事
務
所

に
入
り
、
現
在
は
事
務
所
の
中
で
も
ベ
テ

ラ
ン
の
弁
護
士
と
し
て
活
躍
中
で
す
。
ま

た
今
年
か
ら
は
県
弁
護
士
会
副
会
長
を

務
め
る
な
ど
、
多
忙
の
毎
日
を
送
っ
て
い

ま
す
。 

 

若
い
時
か
ら
弱
い
人
た
ち
の
役
に
立
つ

よ
う
な
仕
事
を
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が

強
く
、
弁
護
士
を
志
す
こ
と
に
な
っ
た
と

の
こ
と
。
通
常
の
仕
事
の
他
に
、
犯
罪
被

害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
の
理
事
な
ど
を
受
け

て
い
る
の
も
、
そ
の
正
義
感
の
現
れ
な
の
で

し
ょ
う
。 

         

 

弁
護
士
と
し
て
の
守
備
範
囲
は
一
般
市

民
が
抱
え
る
様
々
な
課
題
か
ら
医
療
訴

訟
な
ど
ま
で
幅
広
く
扱
い
ま
す
。 

 

弁
護
士
と
い
う
の
は
、
地
道
に
事
案
の

内
容
や
関
連
法
を
調
べ
た
り
、
そ
れ
を
文

書
化
し
た
り
と
い
う
作
業
が
多
く
、
テ
レ

ビ
の
ド
ラ
マ
な
ど
で
見
ら
れ
る
よ
う
な
派

手
な
仕
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
と
優
し
く

笑
い
な
が
ら
説
明
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

社
会
貢
献
と
仕
事
の
両
立
を 

 

ま
た
県
弁
護
士
会
が
行
う
講
演
会
や

無
料
相
談
会
な
ど
の
他
、
市
民
の
法
律
へ

の
敷
居
を
低
く
す
る
た
め
の
映
画
上
映

会
な
ど
、
副
会
長
と
し
て
果
た
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
業
務
も
多
く
あ
り
、
家
族
サ

ー
ビ
ス
も
ま
ま
な
ら
な
い
毎
日
で
す
。
当

面
の
目
標
は
、
弁
護
士
会
の
社
会
貢
献

活
動
と
普
段
の
弁
護
士
業
務
の
両
立
を

図
る
こ
と
と
の
こ
と
で
す
。 

 

池
田
さ
ん
に
と
っ
て
の
ス
ト
レ
ス
解
消
法

は
、
仕
事
を
こ
な
す
こ
と
と
い
い
ま
す
。
確

か
に
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
は
、
気
に
な
る
仕
事

を
片
付
け
て
い
く
こ
と
が
一
番
の
対
処
法

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
尤
も
、
医
療
訴
訟
で

必
要
な
医
療
情
報
を
調
べ
る
こ
と
な
ど
、

大
い
に
知
的
好
奇
心
が
刺
激
さ
れ
る
と
い

う
池
田
さ
ん
な
ら
で
は
の
解
消
法
と
も

言
え
ま
す
ね
。
か
つ
て
は「
日
本
秘
湯
を

守
る
会
」
に
入
っ
て
い
て
、
バ
ス
も
通
わ
ぬ

よ
う
な
全
国
の
秘
湯
を
巡
っ
た
こ
と
も
あ

っ
た
と
の
こ
と
で
す
。
県
弁
護
士
会
の
重

責
は
１
年
間
。
ゆ
っ
く
り
温
泉
の
夢
は
そ

の
後
ま
で
お
預
け
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。 

お
仕
事
中
、
お
じ
ゃ
ま
し
ま
す 

校
友
の
職
場
訪
問 

 
 

政
治
、
経
済
、
教
育
、
文
化
等
様
々
な
分
野
で
活
躍
す
る
本
会
会
員
。
そ
の
職
場

を
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
忙
し
い
と
こ
ろ
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

 

温泉にゆっくり浸かりたい

けど、なかなか時間が… 
 

日
本
料
理
を
扱
っ
た
テ
レ
ビ
番
組
の
中
で
有

名
な
料
理
人
の
調
理
場
に
「
あ
ら
し
お
」
が
置

い
て
あ
り
ま
し
た
と
笑
顔
の
由
紀
さ
ん 
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理
研
軽
金
属
工
業
代
表
取
締
役
社
長 

入
山 

豊
さ
ん
（
昭
61
政
経
卒
） 

 

駿
河
区
曲
金
の
本
社
・工
場
へ伺
う
と
、

入
山
社
長
が
笑
顔
で
出
迎
え
て
く
れ
ま

し
た
。
ま
ず
は
理
研
を
知
っ
て
い
た
だ
き

ま
す
と
案
内
さ
れ
た
の
は
会
社
の
創
業

時
か
ら
の
歴
史
と
生
産
技
術
や
最
新
商

品
な
ど
が
展
示
さ
れ
た
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
で

す
。 

 

会
社
は
昭
和
12
年
、
財
団
法
人
理
化

学
研
究
所
の
静
岡
工
場
と
し
て
ス
タ
ー
ト
。

そ
こ
か
ら
ア
ル
マ
イ
ト
加
工
と
ア
ル
マ
イ
ト

漆
器
の
大
量
生
産
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

戦
後
す
ぐ
は
日
用
品
、
家
庭
器
物
が
主

力
商
品
で
し
た
が
、
40
年
代
か
ら
ア
ル
ミ

の
押
出
形
材
に
よ
る
建
材
中
心
へ
と
移
行
、

55
年
に
日
本
軽
金
属
の
全
額
出
資
の
も

と
、
現
在
の
社
名
と
な
り
ま
し
た
。 

 

会
社
80
周
年
時
に
社
長
就
任 

 

入
山
さ
ん
は
大
学
卒
業
後
、
日
本
軽

金
属
に
入
社
、
主
と
し
て
人
事
部
門
、
執

行
役
員
を
歴
任
し
、
平
成
29
年
理
研
軽

金
属
の
社
長
に
就
任
し
ま
し
た
。 

 

就
任
時
は
丁
度
会
社
が
設
立
80
周
年

を
迎
え
た
時
で
し
た
が
、
現
在
は
す
で
に

次
の
時
代
を
見
据
え
た
長
期
戦
略
も
検

討
し
て
い
ま
す
。
そ
の
①
は
、
現
在
の
主

力
商
品
で
あ
る
外
装
建
材
の
強
み
を
さ

ら
に
強
化
す
る
こ
と
。
②
は
第
２
の
柱
と

な
る
べ
き
商
品
の
開
発
で
あ
り
、
そ
の
③

は
人
材
の
養
成
、
技
術
や
資
産
の
更
新

等
々
持
続
可
能
な
会
社
の
基
盤
作
り
で

あ
る
と
の
こ
と
で
す
。 

                 
 

そ
し
て
、
１
０
０
周
年
は
創
業
の
地
で

あ
る
現
在
の
場
所
で
、
地
域
に
根
差
し
地

域
と
と
も
に
発
展
す
る
会
社
で
あ
り
た
い

と
、
静
岡
人
に
と
っ
て
は
大
変
嬉
し
い
抱

負
を
述
べ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

趣
味
は
ゴ
ル
フ
、
映
画
鑑
賞
、
読
書
な

ど
。
ゴ
ル
フ
の
腕
前
は
１
０
０
前
後
、
映
画

は
邦
画
の
楽
し
い
も
の
が
好
き
と
い
い
ま

す
。
体
力
維
持
の
た
め
ジ
ム
へ
通
っ
て
い
ま

す
が
、
最
近
は
忙
し
く
て
月
１
、
２
回
の
ペ

ー
ス
で
反
省
し
て
い
る
と
の
こ
と
。 

 

現
在
単
身
赴
任
中
で
す
が
、
食
事
は
自

分
で
料
理
し
て
食
べ
て
お
り
、
そ
れ
が
な

に
よ
り
の
健
康
法
と
言
え
そ
う
で
す
。 

県
立
静
岡
東
高
等
学
校 

校
長 

 

笠
井 

義
明
さ
ん
（昭
58
教
育
） 

 

笠
井
さ
ん
が
教
育
者
を
目
指
し
た
の
は
、

高
校
時
代
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
で
出
会

っ
た
素
晴
ら
し
い
先
生
の
お
か
げ
で
と
て

も
楽
し
く
充
実
し
た
高
校
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
次
の

若
い
世
代
に
も
こ
う
し
た
思
い
を
味
わ
っ

て
欲
し
い
と
思
っ
た
こ
と
が
教
職
へ
の
道
を

選
ば
せ
ま
し
た
。 

 

母
校
の
校
長
に
就
任 

 

大
学
卒
業
後
、
県
立
沼
津
工
業
の
定

時
制
を
皮
切
り
に
、
静
岡
市
立
、
静
岡
、

清
水
東
、
教
育
委
員
会
、
静
商
、
三
島
北

を
経
て
、
富
士
宮
東
の
校
長
を
２
年
の
後
、

本
年
母
校
で
あ
る
静
岡
東
高
校
長
に
就

任
し
ま
し
た
。 

 
 

           

静
岡
東
高
の
14
期
生
で
あ
る
笠
井
校

長
は
、
生
徒
全
員
が
自
分
の
後
輩
に
当
た

る
わ
け
で
、
生
徒
に
は
一
層
の
親
し
み
を

感
じ
る
と
と
も
に
、
そ
の
教
育
に
強
い
や

り
が
い
を
感
じ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。 

 
 

少
子
高
齢
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
人
工

知
能
の
飛
躍
的
な
進
歩
な
ど
、
生
徒
た

ち
が
こ
れ
か
ら
向
き
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
社
会
は
益
々
激
し
い
変
化
を
遂
げ
、

生
徒
指
導
で
は
、
時
代
に
対
応
で
き
る
資

質
や
能
力
、
ま
た
は
そ
の
土
台
と
な
る
べ

き
も
の
を
育
ん
で
い
く
こ
と
を
主
眼
と
し

て
い
ま
す
。 

 

笠
井
校
長
は
、
今
の
生
徒
た
ち
が
、
こ

う
し
た
力
を
身
に
付
け
、
新
し
い
時
代
を

担
い
、
さ
ら
に
は
次
の
世
代
へ
と
引
き
継

い
で
い
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
、
教
育
者
と
し

て
の
喜
び
と
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。 

 

県
内
に
は
早
稲
田
大
学
出
身
の
教
育

者
も
多
く
（
高
校
長
は
３
人
）
、
笠
井
校

長
が
そ
れ
を
ま
と
め
る
静
岡
県
高
等
学

校
教
育
稲
門
会
の
会
長
を
務
め
て
い
ま

す
。
趣
味
は
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
や
ジ
ョ
ギ
ン

グ
で
す
。
特
に
ジ
ョ
ギ
ン
グ
は
、
そ
の
成
果

を
試
そ
う
と
ホ
ノ
ル
ル
マ
ラ
ソ
ン
、
台
北
マ

ラ
ソ
ン
、
掛
川
新
茶
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
に
も
出

場
し
た
と
の
こ
と
。
夢
は
、
も
う
一
度
ホ

ノ
ル
ル
マ
ラ
ソ
ン
を
完
走
し
て
み
た
い
と
の

こ
と
で
す
が
、
し
ば
ら
く
は
我
慢
が
必
要

の
よ
う
で
す
。  

今
回
の
取
材
も
、
保
護
者
や
生
徒
と

の
面
談
の
合
間
を
縫
っ
て
時
間
を
作
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
多
忙
な
毎
日
と
の
こ

と
で
す
が
、
教
育
者
と
し
て
の
情
熱
が
、

こ
ち
ら
に
も
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。 

独
自
技
術
の
結
晶
で
あ
る
一
つ
ひ
と
つ
の
生

産
品
を
丁
寧
に
説
明
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。 

 

生
徒
の
成
長
を
感
ず
る
の
が
な
に
よ
り
の
喜

び
と
笠
井
校
長 


